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会の告知板

11 月 21 日（水）  お誕生会       17:30 東久留米「やる気茶屋」

11 月 23 日（金）  ラグビー観戦会 早慶戦 14:00 秩父宮ラグビー場

11 月 25 日（日）  ウォーキングを楽しむ会     9:00 東久留米駅改札口

11 月 29 日（木）  映画鑑賞会「昼下がりの情事」 14:00 成美教育文化会館

11 月 30 日（金）  散策山登り「平林寺」    9:30 東久留米駅改札口

12 月 2 日（日）  第５回役員会         16:00 生涯学習センター

          役員、部会長、歴代会長忘年会 18:00 有楽飯店

12 月 19 日（水）  お誕生会         17:00 東久留米「やる気茶屋」

12 月 29 日（土）  年忘れカラオケ大会      18:00 オンチッチ

平成 25 年

1 月 9 日（水）  東稲ニュース印刷     17:00 生涯学習センター

1 月 19 日（土）  芸術鑑賞会 ワセオケ・ニューイヤーコンサート

                         17:00 練馬文化センター

1 月 26 日（土）  平成 25 年新年会        17:00 成美教育文化会館

[大学・校友関係]
11 月 18 日（日）  三多摩支部大会          13:00 京王プラザホテル多摩

平山、 安次峰、森田、藍原、橘

11 月 24 日（土）  東村山稲門会定時総会       14:00 平山、竹山

11 月 30 日（金）  23 区・三多摩支部合同会長会   18:30  「西北の風」 平山

12 月 8 日（土）  早稲田大学商議員フォーラム 14:00 平山、安次峰、菱山

[会の報告]
講演会・秋の旨いもの会

１０月８日（月）１５：００成美教育文化会館大研修室に於いて、第２７回講演会と「秋

の旨いもの会」が開催された。講演会講師は東村山稲門会会員守屋幸一郎氏による「私の

早稲田と早稲田スポーツ～大隈重信と岩崎弥太郎」と題し近代日本の礎を築いた大隈重信

の偉業を鮮明に語り４０人を超える参加者は熱心に聴き入った。１７：００からは「秋の

旨いもの会」へ、今年は若年校友の組織化を図ろうと２５才から３９才の市内在住校友２
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１２名に招待状を配布したところ、菊池紘子さん（２００８年教育）が参加。僅か一名で

はあったが今後若年会員の増加を期待させた。隣接の東村山稲門会からも小亀会長以下４

名が駆け付けこれまでにない４０

名を越える参加者で賑わった。

手造りの料理は藍原さんの郷土

料理「しもつかれい」、高橋さん

ポテトサラダ、河村さんキッシュ

昆布巻き、サラダ、安次峰さんオ

ードブルクラッカー、サイコロス     一時間半の名調子に聞き入る参加者

テーキ、鮎貝さんサータアンダギー、小生前日釣ったワラサの刺身、煮物、カレー、お新

香、米光さん、菱山さんお米、締めは松崎さんの手打ち蕎麦、お取り寄せは特上握り寿司、

フルーツ、また井坂さん、清水さんから銘酒の差し入れもあり、飲み放題、食べ放題だか

ら嬉しい。宴は渡辺さんの名司会で若手菊池紘子さんの自己紹介やクイズを交え進行、旨

いものを食べ尽くす。５人の奥様方の応援も有り難い。最後は大島幹事のハーモニカ、藍

原さんの音頭で校歌を斉唱、後片付けも参加者の協力得て今年の三大イベントは全て終了

した。                               （平山正徑記）

                               

若者の参加は嬉しいものです      「秋の旨いもの会」に集う仲間

２０１２ホームカミングデイ・稲門祭

１０月２１日（日）無風快晴の絶好の稲門祭日和、今年も多くの校友がホームカミング

デイに、稲門祭に終結した。当会からは片岡洋、別処尚志両稲門祭実行委員が運営に当た

った。恒例のバオバブ煎餅の販売が無かったのは残念だが、当会からは招待された大島勝

典さんや菱山房子さん、太田晴之助さん、伊佐九三四郎さん、平岡政澄さん、安次峰暁さ

ん、渡辺真司さん等が顔を見せてくれた。

今年も稲門祭記念品販売に多大なご協力いただきありがとうございました。お陰様で目

標額の１７万円を達成いたしました。また当会から「ふるさと賞」として清酒「ひがしく

るめ」を提供しております。１５：００から記念品購入者にチャンスのある抽選会が行わ

れましたが「職域賞」に橘優治さんと石寺美弥子さん、「ふるさと賞」に上之園幸子さんが、
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校友賞には６名が当選されました。おめでとうございます。なお景品は持ち帰り当選者に

お渡しいたしました。                        （平山正徑記）

  紺碧の空そのものの稲門祭風景       片岡、別処稲門祭実行委員と役員

お誕生会

                 １１月のお誕生会は２１日（水）１７：３０から「や

                 る気茶屋」で行います。１１月生れの方は森冨士雄、

                 安次峰暁、小野泰右、山本一男、別処尚志、川島知

                 子、小山田朋樹、鮎貝盛和、大島勝典、高橋哲男の

                 皆さんです。

                 １２月のお誕生会は１９日（水）１７：３０から「や

                 る気茶屋」で行います。１２月生れの方は黒坂斉

                 山崎敬雄、上原徹也、加藤義雄、塚田敏雄の皆さん

９月は酒井さん、森田さん    です。       

[部会報告]
女性サークル

１０月１１日（木）女性サークルでは「多摩

六都市科学館プラネタリウム」の見学に行って

参りました。世界最大級、世界最多１億４００

０万個の星々を投影できるプラネタドームは素

晴らしいものでした。当日は天気にも恵まれ秋

晴れの中皆さん参集して下さいました。小さな

子供が居ない場合、このような機会でもなけれ

ば、なかなかプラネタリウムには行かれないの

で、良い催しであったとお誉めの声も聞かれま 新装なったプラネタリウムにて

した。参加者は菱山、吉川、榎本、石寺の皆さん                        

でした。                    （石寺美弥子記）
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囲碁部会

稲穂会囲碁大会・オール早稲田校友名人戦について

９月２８日（日）第１２回稲穂会囲碁大会（個人戦）が市ヶ谷の日本棋院において、首都

圏各地域稲門会及び早大囲碁会現役学生が参加して行われました。今回は初の試みとして

無差別クラスによるオール早稲田校友名人戦を開催、初代名人位は永楽倶楽部の石川さん

に輝きました。この校友名人戦には北海道出身の著名プロ棋士小林光一囲碁名人の孫娘で

全国小学生大会６位に入賞した小林彩さん（早実６年）が特別参加するなど盛況裏に終わ

りました。本大会は毎年定例化される予定ですので、近く東久留米稲門会へ名人位を持ち

帰れるよう努力したいと思います。

囲碁部会秋の合宿囲碁大会について

今年も例年通り１１月の第４週土・日に行う予定です。場所も昨年と同じ秩父の囲碁の宿

「越後屋旅館」です。今回も西東京稲門会囲碁部会の参加があって賑やかな合宿になると

期待されています。また今年よりスタートした年間最多対局賞及び最高勝率賞がこの合宿

の大会結果によってほぼ見通しがつくのではないかと楽しみです。  （苅草正守記）

ウォーキングを楽しむ会

第４１回ウォ－キング（向島百花園～浅草寺）～東京スカイツリ－を見ながら～

台風１７号が襲来したため、第４１回ウォーキン

グは１０月３日・水曜日に延期のうえ実施された。

ウィ－クデイだし、雲行きも怪しかったため参加者

は少ないだろうと予測したが、意外や１４名も集ま

った。男性７名、女性７名でこの会も徐々に女性上

位に変わりつつあるようだ。浅草駅から東京スカイ

ツリ－真下の東京スカイツリ－駅を通って東向島駅

に出て、駅前商店街で昼用の弁当を買った。最初に  コースの説明を聞いている参加者

出向いたのは都立庭園の「向島百花園」。ここは詩歌にゆかりの深い草花類が多数栽培され

ており、江戸時代には文人墨客のサロンとして利用された手作りの庭園で、六義園のよう

な大名庭園とはまったく異なった趣きを持っていた。ススキの根元には寄生草のナンバン

ギセルがつくねんと咲いていた。園内で昼食を済ませてから隅田七福神の寿老人を祀って

ある「白髭神社」に詣でた。境内には幕末の外交官としてペリ－やハリス、パ－クスらと

互角に渡り合った岩瀬忠震の碑があった。地蔵坂の名を今にとどめる「子育地蔵堂」から

地蔵坂を通って「幸田露伴児童公園」に出た。ここは明治の文豪、幸田露伴が“蝸牛庵”

と名付けて長年住んでいたところだが今は住居はなく、幸田露伴ゆかりの地として児童公

園になっていた。間近に聳える東京スカイツリ－を仰ぎ見ながら江戸時代から有名な老舗

「言問団子」と「桜餅」を訪ねて往年の賑わいを偲んだ。裏手から財弁天を祭ってある「長

命寺」の境内に出て、芭蕉の句碑“いざさらば雪見に転ぶ所まで”などを見てから布袋尊    
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を祀ってある「弘福寺」に詣でた。そこから

隅田川に出て、Ｘ型の「桜橋」を渡った。橋

の真ん中で東京スカイツリ－の全景を背景に

１４名全員で記念写真を撮った。「墨田公園」

内を歩いてから「待乳山聖天」（まつちやまし

ょうでん）に詣でた。この寺は浅草寺の子院

で、浅草七福神の毘沙門天が祀られている。

スカイツリーが主役なの      再び隅田公園内を歩いて二天門から浅草寺境

内に入った。三社様といわれ、三社祭りで有名な「浅草神社」に詣でた。この神社には浅

草七福神の恵比寿神が祀られている。外国語が飛び交う人ごみのなか、大黒天が祀られて

いる「浅草寺」に詣でた。浅草寺も浅草神社も仲見世商店街も昭和２０年３月１０日の大

空襲で灰燼に帰し、戦後再建されたものだ。賑わう仲見世商店街を通って雷門を潜った。

雷門は昭和３５年に現在のパナソニックの創業者、松下幸之助が寄進したもので、大提灯

には松下電器産業の銘が刻まれていた。そして最後に浅草の老舗“神谷バ－”に有志１３

名で立ち寄り、名物の電気ブランを飲んだりして歓談したが、７名の女性パワ－に圧倒さ

れ放しの２時間弱だった。                     （帆角信美記）

俳句部会

９月１６日（日）  第１４７回句会  於：市中央図書館 ２F 集会室（小）

兼題： 「九月」、「秋の灯」、当季自由題

高得点句 ３点以上

  海跨ぐ鉄の大橋瀬戸の秋           杉本 達夫

  秋灯下皺
しわ

の手で引く電子辞書         神田 尚計

  歎異抄読み止
さ

してふと夜の秋         棚野 愛子

  飛行機雲九月の空を真っ二つ         棚野 愛子

  秋の灯や光源氏と長話            川島 知子

１０月２０日（土） 第１４８回句会  於：井の頭自然文化園内 童心居

秋の井の頭公園を吟行した後、野口雨情の書斎を移築した童心居に参集して。

秋日傘傾
かし

げ行き交う池の橋          神田 尚計

落ち葉踏み巡る池畔や雨情の碑        神田 尚計

秋日和池畔の茶屋の焼きだんご        神田 尚計

秋うらら池に浮寝の番い鳥          川俣 栄一

空澄むや池に丹
に

塗りの弁天堂         大久保泰司

佇めば紅葉かつ散る雨情歌碑         三田 畔巣
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書道部会

                         １０月２４日（水）から２８日

（日）まで開催された第４２回市民

                        文化祭書道展に当会書道部員１０

                        名が渾身の力作を出展した。  

                    出展者は武藤豊、栄田卓弘、                        

苅草洋子、神田尚計、久家政裕、

小柴弘子、高橋勤、平山正徑、福

田稔、渡辺真司の皆さんです。

                   

      飾り付けを終えて記念撮影

旅行同好会

第 2回「東北被災地見学ツアー」

１０月２５日から２６日までの一泊二日で東北被災地見学ツアーに参加した。参加者は

計１２名(うち女性 2 名)。本年７月に被災地を訪問した平山会長が、被災地の現状をひと

りでも多くの人が見ておくべきだと考えて発案したツアーだとのこと。

訪問した被災地は石巻市と南三陸町。往路塩釜市の塩竃神社を見学し、遊覧船で松島湾を

観光し、瑞巌寺や五大堂に立ち寄った。

個人的な話になるが、私はアメリカ人の宣教師に

日本語を教えている。彼らは東日本大震災の直後

から何度となく東北へ出かけてボランティアで復

興作業に協力している。私も誘われたことがある

が、ボランティアをするには体力に自信が無い。

そこで、今回のツアーはまたと無いチャンスだと

思い参加した。チャーターしたバスの運転手さん

は若い男性だが、自動車会社の屋上に逃れてかろ   最初の訪問地塩竃神社で

うじて一命をとりとめたと聞く。仙台、塩釜では被災の跡はあまり見受けられなかったが、

石巻市や南三陸町では、津波のツメ跡が今なお生々しく、ガレキはまとめられているもの

の、被災時のまま放置されている建物や住宅が痛々しかった。

かつての住宅地が土台だけ残して更地になり、橋が流され、地震の影響で陥没した地域は

水没したままという風景を見るにつけて、自然の力の恐ろしさを思わざるを得なかった。

３２人が命を失い、３階建て建物の鉄骨部分だけが残された南三陸町防災対策庁舎には、

全国から寄せられた千羽鶴があり、涙を誘った。案内してくださった現地ボランティアの

方も、家を失ったとのこと。
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   南三陸町防災対策庁舎            津波と火災が襲った門ノ脇小

一方、石巻市の門ノ脇小学校や、南三陸町の戸村小学校のように、普段の防災教育と先生

方の適切な誘導により、校舎は津波で破壊されていながら、在校児童からひとりの犠牲者

も出さなかったという例があることも聞いた。

旅行中は終始好天に恵まれ、秋のみちのくの風景を楽しむことができた。こんなに静かで

美しい海がなぜ荒れ狂ったかが不思議に思えた。旅行中の食事は超豪華で、新鮮な海の幸

を心ゆくまで堪能した。また、諸先輩方のご配慮で、半世紀振りに学生時代のサークル旅

行のような気分で過ごすことができた。

今回見学したのは被災地のほんの一部だが、現地の方々の、「来てもらえただけでうれし

い。」との言葉に、来て良かったという思いが強められた。

参加者は、平山夫妻、菱山、井坂、鮎貝、大島、高橋(哲)、東海、松崎、森田、米光、新

見でした。

(新見稔記)

東京６大学野球 早慶戦観戦会

                  １０月２７日（土）秋空の下、東京六大学野

球ファン４名が神宮球場に集まり秋季早慶戦

第１戦を観戦した。今季の早慶戦は早大２位、

慶大３位での戦いで既に優勝は法大に決まっ

ていた。優勝にからまない早慶戦であったが、

さすが伝統の一戦だけあって球場は予想以上

に多くの観客が入っていた。

                 試合は早大が投打共に慶大に勝り７：４で快

                 勝した。打撃三冠王が目前の杉山の好打、リ

久々の快勝にご機嫌な各氏    リーフ横山投手の好投が光っていた。さらに、

春季ホームベースに滑り込んだ際に怪我をした佐々木主将が、ピンチヒッターで打席

に入った時のファンの温かい拍手が感激的だった。

試合終了後夕やみの中、早慶両校の校歌を歌ってエール交換を行い数十年前の学生時

代に戻った感じがした。東久留米にもどり勝利の味をかみしめながら祝杯をあげ懇親

を深めた。                           （森田隆記）
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部会だより

映画鑑賞会

「昼下がりの情事」 １１月２９日 午後２時から 於：成美教育文化会館

１９５７年のアメリカ映画。原作名は〈アリアーヌ〉（女主人公の名前）でそれを基にビ

リー・ワイルダー監督（シナリオも）がロマンチック・コメディに仕立てた名作。

パリの下町に住む私立探偵（シュバリエ）の娘アリアーヌ（ヘップパーン）は、アメリカ

の富豪でプレイボーイのフラナガン（クーパー）に心ひかれながらも、架空の過去の恋を    

語りプレイガール振りをして彼をからかう。逆に海千山千のフラナガンは、何も知らずに

彼女の身辺調査を父親に依頼してしまう。戯れの恋が本当になるという恋愛の機微を巧み

に語るワイルダーの至芸。監督ビリー・ワイルダーは私の最もお気に入りの１人である。

ユダヤ系のドイツ人でナチスドイツに追われ必死の逃亡でアメリカに亡命。ハリウッドで

当初はシナリオライターとして出発、当時最も活躍していた同郷出身のエルンスト・ルビ

ッチ監督に可愛がられ、その後継者と目された。スマートでソフィスティケイテットな手

法はこの映画に最も反映されたと思われる。ビリー・ワイルダーの特長は大きく３つに分

けられる。①ナレーション（語り）の名手でこの作品でも冒頭パリの街の風景を簡潔に紹

介する。②配役の妙がすぐれている。今回はゲーリー・クーパーとオードリーヘップパー

ンとの取り合わせに往年の大スターのモーリス・シュバリエが登場する。③三点目は音楽

の使い方が巧みである。「ファショネイション」（魅惑のワルツ）が４人の楽士により花を

そえている。若干古風であるが文句なく楽しめる一点である。

上映時間１３４分                         （米光慶二郎記）

芸術鑑賞会   ニューイヤーコンサートへのお誘い

早稲田大学交響楽団ニューイヤーコンサート（主催練馬稲門会）は練馬文化センター大

ホールに於いて年明け１月１９日（土）に行われます。（午後４時３０分開場、５時開演）

通称ワセオケは来年２０１３年に１００周年を迎えます。大学のオーケストラとしては、

トップクラスで社会からも高い評価を得ています。

今回は特に１００周年の記念事業が組み込まれており、団員は例年以上の意気込みと伝え

られました。詳細は同封のチラシをご覧下さい。

お申し込みは１月１２日迄菱山房子宛てご連絡下さい。

     Ｔｅｌ＆Ｆａｘ ０４２－４７３－５９６４

曲目は Ｒ.シュトラウス/交響詩「ツァラトゥストラはかく語りき」 作品３０

    ヨーゼフ・シュトラウス/鍛冶屋のポルカ 作品３３６

    シュトラウスⅡ/トリッチ・トラッチ・ポルカ 作品２１４

    シュトラウスⅡ/雷鳴と電光 作品３２４ ほか
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〈会員リレーエッセイ〉～噴水広場～

           「早稲田」大学と私     

     舘 雅子

新宿区の牛込矢来町という町の小高い一角に、明治二，三十年代に何軒かの家が建てら

れた。住人は早稲田大学の草創期に、大隈重信総長を助けて教壇に立っていた人びと。そ

の中に私の母方の祖父・神尾錠吉がいた。当時の教師の多くは、福沢諭吉の塾の門下生で

あったという。

明治の頃、この丘から見渡す先は一面に稲田が広がり、濃い緑の森の中にポツンと甍の

そびえる大学が建ったので「早稲田」と名付けられた、と祖母から聞いた。

祖父のことを「おじいさんは早稲田ラグビー部の事実上の創始者ですよ」と教えて下さっ

たのは、藤井恒男さん。当時夫の勤務先、ＴＶ朝日の社長でラグビー部ＯＢの会長を務め

た方。彼は法学部の後輩に当る、うちの娘が金沢に嫁ぐときご自宅に私共一家を招かれ、

ラグビー部の歴史書の１ページ目を開かれた。そこには「神尾錠吉教授」と書かれた真ん

丸顔の大きな写真があった。実際には二代目部長。彼は商学部で神尾式暗算法、といわれ

る何憶何兆という数字の足し算や掛け算等の暗算法や、簿記など講義していたようだ。早

稲田百年史に細かく記されている。旧理工学部の一隅には小さな神尾ホールがあったそう

だ。 錠吉おじいさんは、大正デモクラシー時代のハイカラ族だったらしく、私の母を「男

女は平等」に教育をと、当時は無名だったカソリックの雙葉から聖心の英文科に学ばせて

いる。大酒のみで教壇で倒れたという逸話がある。

時は流れて、昭和が平成に変わる頃だったか、高橋勤さんが東久留米に稲門会を作ろう

と動かれたとき、ちょうど娘が滞在しており、二人で同窓生の住所を探しだした。娘がパ

リに帰り、まだ会員が少なく家族会員として残るよう言われ、その後書道部のお仲間に入

れて頂いている。皆さん猛勉家でぐんとレベル向上の中で私は置いていかれつつある。

娘はパリの稲門会で、奥島総長が来られると呼び出され、シャンソンを夜中まで歌い、「都

の西北」をセーヌ川にむけて大合唱をするそうだ。

因みに戦前は「女性差別」時代で早・慶とか東大などは男性のみ入学可能。女性は参政

権も相続権もなかった。敗戦後の憲法で、最も実効があったのは「男女同権・平等」だと

最近頻りにおもう。５０年後の日本列島は、果たして曲がりなりにも独立国家でいられる

のか案じられる。それでも東久留米稲門会は存在する、と思えるほど各部会が活発で、書

道部では時に大論争で大喧嘩するほど仲が良い。東久留米稲門会の益々の発展を熱海の山

から祈ります。

《尚、ラグビー部の記録は藍原昌義様に、早稲田百年史を送ってくださった菱山房子様にも厚く

御礼申し上げます》

「遺言」のかわりに

人間９０歳になると９５％が認知症かそれに近いものになるという。残り４年半、それ迄
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に実体験を通して、戦後体制の中の自虐史観が生み出したタブーの壁を突き破りたい。本

音で事実を書き易いのは女性、しかも長生き人間（約２０歳で終戦）と確信するからだ。

例題を上げると

① 従軍慰安婦の「強制連行」という言葉は適切でないこと。元々は善意から起きた日韓の

「買売春反対女性運動」が、次第に日・韓・朝の強力女性らの反日運動に導かれエキセ

ントリックな様相を呈し、九段会館での国際疑似裁判法廷（天皇を死刑に処す！）の報

道では、朝日とＮＨＫの紛争になった。しかし肝心・要の真相がいつの報道・場面でも

抜け落ちていること。

② 拉致問題は、日・朝一部の人間の共同作業。１９８３年度私の行政視察の一人旅、柏崎

で。地元の５人の労組員は何の罪悪感もなしに“北”と協力し（人間交流）を目指し、

金日成の南北統一時には一緒に人民共和国を作ると熱烈に語った。当時は中曽根内閣。

拉致は金正日が指令したことには違いないが、マスコミ、拉致に関与した大物政治家ら

が巧妙にすべての責任を“北”に転嫁。「協力日本人組織」の責任も徹底追及し、共同

作業なる実態を明らかにした方が、“北”は返し易くなるのではないか。（マスコミも政

府も頭を切り替え正直に話してほしい）。

東稲広報室

○新刊紹介 大河紀行 荒川 ―秩父山地から東京湾まで―

紀行作家で当会会員の伊佐九三四郎（いさくみしろう）さんの新刊が出ました。秩父山

地の源流を遡行して最初の一滴を掬い、東京湾まで歩いて踏査した渾身の紀行ルポです。

伊佐九三四郎著 白山書店 本体２０００円（税別）A５ ２１８頁。

○「秋の旨いもの会」収支報告 会費収入９８，０００円。 支出 会場費２１，５００

円、酒、寿司、配膳、クリーニング等５６，５７９円、食材費１５，６３２円、支出計

９３，７１１円。 差額４，２８９円は会に納入しました。

＜編集後記＞

●季節の配達人は紅葉を運んでくる。秋の旨いもの会をはじめ映画鑑賞会、ウォーキング、旅

行同好会など小春の日をあびて部会の活動は目まぐるしいが心ははずむ ●ホームカミングデ

ーに行く。大隈庭園ではハワイ民族舞踏研究会が見事なフラダンスを披露していた。同会のフラ

ガールと話す機会を得る。部員は６０名という。法学部に所属の 彼女、同学部は女子が３０％

を超えるそうだ。ワセダも華やかになったものだ ●当会の「旅行同好会」に参加した。松島か

ら石巻、南三陸を行く。ねじ曲がった H形鋼、廃墟と化した小学校校舎、土台だけを残し家が消

えた荒地・・・その現実感は津波の破壊力を改めて見せ付ける。忍耐強い東北の人が静かに動き

出しているが回復の足どりは重い。復興予算の付け替えが明るみになった。被災地そっちのけで

いったい何のための復興予算なのか。多くの尊い命、人生、財産を一瞬に飲みこんだ海。うらめ

しいが三陸の海は美しい ●光と風は紅葉作りのファンデーション。晩秋は足早にきて、足早に

去っていく。                               (大島勝典）


